






― A Study of EU Strategy for the Danube Region ―
TANAKA, Hiroshi
The aim of this study is to analyze EU Strategy for the Danube Region（EUSDR）from 
the perspective of supra-national territorial cooperation. The first section details historical 
and geographical characteristics of Danube basin–region, features of East European 
capitalisms, and characteristics of EU integration. The second section starts with the 
definition of Macro-Region and the EU Macro-Region Strategies（MRS）, describing what 
characteristic features MRS have. It discusses as well about analytical viewpoints and 
valuation criteria concerning on MRS. The third section demonstrates present social and 
economic situations of EUSDR; its birth, organization and institutions; and how it works 
and functions. The fourth section shows its performances and defections, based on both our 
interviews with some experts, and EU/researchers’ documentations/papers. The final 
section summarizes two interim conclusions: divergences between the ideal-principle and 
the reality, and gaps between the epoch-making innovative forms of territorial cooperation 
and the multi-level governance functioning.
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とえば、内陸水運貨物量（トンキロ；2009 年）で見ると、ライン川は EU全体の 77%を占め
ているが、ドナウのそれは 10％に過ぎない（Hardi 2012, 104）。そのドナウは「一つの世界」で、
中欧文化を背景に「ドナウ経済圏」を築く可能性を秘めていた（加藤雅彦、1991）。そして今
ようやく、ドナウ地域が欧州統合の新しい手法の実験場として注目されている。EUドナウ・





点で異なるのかを示す。第 3節では EUSDRとはどのようなものなかを概略する。そして第 4
節では EUSDRの現状、到達点と問題点を明らかにし、最後にまとめをおこなう。
第 1節　ドナウ川・地域の歴史的特徴と統合上の特徴
ドナウ川は全長 2850 ㎞で、ドナウ地域は約 800 万平方キロメートル弱の面積に約 9000 万人















の「安定化協定」（Stability Pact）が結ばれた 1999 年と、コソボ紛争の終結した 2000 年以降
である。他方、東欧 11 カ国が EUに新規加盟したのはようやく 2007 年（第 5 次拡大：2004
年バルト諸国、ポーランド、チェコ共和国、スロヴァキア、ハンガリー、スロヴェニアの加盟


































EU加盟国と異なる（Farkas 2011）。さらに体制転換の 20 年以上の間に資本主義のこの東欧



































































grouping）に類似した協力はすでに 1990 年代に周辺地域に多数誕生したが（Central 
European Initiative（1989）、Visegrad group（1991）、Council of the Baltic Sea States（1992））、
さらにさかのぼれば、中心国同士の Beneluxもこれに当たるだろう。これに対してこの新タ
イプは周辺部の新加盟国（あるいは非加盟周辺国を含む）の安定化を目的として、それが EU
内部のインナーコア部分と結びついている。この点も異なる（Granzele and Kern, 2011, 6）。
もう 1つの違いは次の点である。旧来のサブリージョン団体化は制度化の傾向をもち、独立し





















その地域間格差が拡大した。70 年代は欧州地域開発基金（European Regional Development 
Fund, ERDF）を創設したが、競争政策の補完的役割しか果たさなかった。80 年代になると、










1990 年の Interreg Iは単一市場実現のための域内国境の遮断性を克服することに主要な狙











開発計画 ESDP（European Spatial Development Planning）である 12）。2007 年 5 月 EU閣
僚理事会は非公式会合でいわゆる「領域アジェンダ」（Territorial Agenda of the European 
Union: Towards a more competitive Europe of diverse regions）を採択した（Tatzberger 
2009, 19）。Interreg III（2000-2007）では、上記の 7つのサブリージョン（このときはメガリー
ジョンと呼ぶ）のプロジェクトに北部辺境地域のパイロットプロジェクトおよび海外領土プロ





























































Zoltan, Kovacs, 2011, 91）。マクロ・リージョン協力は、国民国家の国境内の問題と EU規模
の問題の「中間問題（in-between issues）」と取り組むために生み出されたとされる（Dühr 









































EUDRSは 2008 年秋 EUSBSRの協議が開始された時期に同時に検討が開始された。初期の
提案国はルーマニア、オーストリアそしてセルビアであった。その後ハンガリーがこのグルー
プに加わり、2011 年前半の EU議長国の任期中に EUの優先的課題にすることを宣言した
（Schymik 2011）。この 2つの戦略とは性格は異なるが、同様なマクロ・リージョン戦略や協
力は他の地域でも準備・検討中である（Dühr 2011, 11）。




の行動の調整が目的であった 14）。それを受けた作業の後、欧州委員会は 2010 年 12 月 8 日にド
ナウ流域の開発促進の戦略に関するコミュニケーションを発表し、それに基づいて 2011 年 4
月 13日の欧州理事会は EUSDRを採択した。極めて迅速であった。200以上の優先的アクショ























非 EU加盟国 ノルウェー、ロシア、ベラルーシ ウクライナ、セルビア、ボスニア・ヘル
ツェゴヴィナ、モンテネグロ、モルドヴァ
優先領域 15 件 11 件
結束政策基金 500 億ユーロ（2007-2013） 1000 億ユーロ（2007-2013）**
人口（100 万人） 71（14％） 89（18%）
面積（1000 平方㎞） 1270（30%） 769（18%）
GDP（10 億ユーロ） 1.375（11%） 1.620（13%）
出所：Groenindijk（2013, 9）、Schymik（2001）
注：括弧内の％は EU全体に占めるこのリージョンの比率である。
　　＊クロアチアは 2013 年 7 月に新規加盟した。










and Kern, 2011, 14）次の点にある。つまり、EUSBSRが主としてバルト海沿岸地域の内外の
異なるパートナー同士の比較的広範囲のよく組織されたネットワークに依拠してきたのに対し
て、EUSDRの場合は、このマクロ・リージョンに対応する市民団体が欧州ドナウ委員会 the 
Danube Commissionや最近（2009 年）設立されたドナウ都市地域欧州協議会（European 
Conference of the Danube Cities and Regions）を除いてほとんど存在しない。Hardi（2009, 
239-258）によれば、体制転換後、オーストリアを中軸にドナウ川流域の取組みが僅かになさ

























域 Priority areas（以下 PA略記）がある。括弧の中は調整国である（EUEC 2011, 4-7）19）。
第 1の柱：ドナウ地域を結合する。3 つの PA：① PA1A:移動性と多様な方法の改善。内陸水
運（オーストリア、ルーマニア）、10 アクションと 9つのプログラム、および PA1B:鉄道・道
路・航空（スロベニア、セルビア）、7つのアクションと 6つのプログラム。② PA02:持続可
能なエネルギーの奨励（ハンガリー、チェコ共和国）、17 のアクションと 10 のプログラム。③
PA03:文化やツーリズム、市民同士の接触の促進（スロヴェニア、セルビア）14 のアクション
と 20 のプログラム。
第 2の柱：ドナウ地域の環境を保護する。3 つの PA：① PA04:水質の維持改善（ハンガリー、
スロヴァキア）、14のアクションと 7つのプログラム。② PA05:環境リスクの管理（ハンガリー、
ルーマニア）、8つのアクションと 11 プログラム。③ PA06:生物多様性・景観・大気と水の質
の保持（独バヴァリア、クロアチア）、16 アクションと 13 プログラム。
第 3の柱：ドナウ地域に繁栄を構築する。3 つの PA：① PA07:研究、教育、情報テクノロジー
を通じた知識社会の発展（スロヴァキア、セルビア）、8つのアクションと 12 プログラム。②
PA08:企業、クラスタ ・ーネットワークの競争力の強化支援（独バーデン・ヴィルテンベルグ）、
7つのアクションと 10 プログラム。③ PA09:人間とスキルへの投資（オーストリア、モルド
ヴァ）、8つのアクションと 7つのプログラム。
第 4の柱：ドナウ地域を強化する。2 つの PA：① PA10:制度的能力と協力の開始（ウィーン、
スロヴェニア）、9つのアクションと 8つのプログラム。② PA11:安全保障促進の共同と深刻

























































































ンは、上流地域と下流地域の経済隔絶（divide）が最大に問題であり、2003 ～ 2012 年をみると、
一人当たり GDP（ユーロ、PPP）は超 3万ユーロ（ドイツ、オーストリア）、2万ユーロ前後（ス
16 田中　　宏：EUのマクロ・リージョン戦略



























































































































































（基盤研究（B）課題番号 22402024, 研究代表 :八木紀一郎）並びに立命館大学国際地域研究所「2012
年研究プロジェクト：ASEAN共同体の構築とメコン川地域開発」（代表者：西口清勝）の研究成果で
ある。現在進行中の地域協力様式のイノベーションには「欧州領域協力団体 European Grouping of 
Territorial Cooperation」と「EUマクロ・リージョン戦略」があるが、2月の研究調査（前半に前者、
後半に後者）の結果として後者のみを報告する。2013 年 4 月 20 日京都大学経済研究所での報告では
柑本英雄先生から、そして 5月 23 日立命館大学国際地域研究所「メコン川開発研究会」では井手啓二
先生より貴重なコメントを頂いた。感謝申し上げます。
２） ドナウ・リージョンは 14 カ国を包括し、うち EU加盟国が 9カ国で、残り 5カ国が非加盟近隣諸国
である（表 2参照）。クロアチアは加盟直後である。その迅速性は、2009 年 6 月に欧州理事会がその
議長結論で EUSDRの準備を欧州委員会に提案したが、その後欧州員会が原案を作成し、わずか 1年



















































い政策領域の出現の前兆を示すものだった。CEADSESとは Central European, Adriatic, Danubian, 
South-Eastern European Space CADSES – Advancing transnational co-operation in Central and 





EUと加盟国（＋ノルウェーとスイス）の共同出資によって運営されている（2007-2013 年度 4000 万ユー
22 田中　　宏：EUのマクロ・リージョン戦略
ロ：EU側 85％、加盟国分 15%）。現在、フィンランドの Turku, スペインの Valencia, デンマークの
Bivorg, オーストリアの Viennaに 4つの INTERACT Point（事務所）が設置されている。
14） この地域には、最初の 4 つの Interregで CBCプログラムが実施され、2007-20013 年には 42 件の
ETC, IPA-CBC, ENP-CBCプログラムが実施されていた。2007-2013 年には総額（各国政府拠出分も
ふくむ）43 億ユーロが拠出されている（Territorial Cooperation 2010, No.1）。
15） 以下の取組みがなされている。1990 年設立のドナウ流域作業共同体（Arge Donau）、1993 年ドナウ
学長コンフェレンス、1994 年ドナウ川保護のためのドナウ保護協定・ドナウ保護国際委員会（ICPDR）、
ドナウ川流域内陸航行・環境持続可能性共同声明（NAIADES）、2002 年ドナウ協力プロセス、2003
年 Donauhanse（ドナウ流域都市経済協力）、欧州共同体水枠組み原則（2000 年）、2005 年 Via-
Donau水運会社設立。
16） 同時に EUに関係する Danube Space Study（2000）と Vision Planet（1999）という空間共同開発文
書が作成されてきた。Hardi（VATI, 2009, 83）によれば、Southeast Europe cooperationとの間に開
発をめぐる問題があった。
17） Jacic, Croccolo, Graute（2008）によれば、CADSESは政治的枠組みを変更して、CADSES参加国が
すべてのプログラムに等しく参加でき、契約当局の間で協力調整がなされ、Interregと対外的基金
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